
一般社団法人 沖縄県作業療法士会 2018 
会長：比嘉 靖 認知症作業療法推進員：金城めぐみ、許田晃一郎、徳里尚美 

認知症作業療法 活動報告（概要） 

 沖縄県作業療法士会では平成28年度より組織変革を行い介護保険対策部を新たに立ち上

げその中に認知症班を立ち上げた。認知症班は地域生活支援チーム、医療チーム、介護保険
チーム、アウトカム検討チームにわけそれぞれのチームにて動き始めている。 
 また県や市町村からの要望に応えられるよう、各事業にて人材育成等に勤めている。 

アップデート研修 

 認知症推進委員と協力者により平成30年3月認知症アップデート研修を行った。 

 参加者は28名（講師含め31名） 

市町村認知症初期集中支援チーム検討委員会 

市町村からの依頼により「認知症初期集中支援チーム検討委員会」へ会員の派遣。 

昨年度より継続。2017年度は沖縄市に派遣 

OTナイトカフェ事業「沖縄県認知症作業療法研究会」 

【コンセプト】 
「カフェのようなくつろいだ雰囲気で、楽しく学ぶ」 
【目的】 
①認知症の人を支援する作業療法に関する知識・技術
の研鑽、②認知症に関わる作業療法士の連携促進、を
目的に認知症の人に対する作業療法の役割を明確にし、
沖縄県民の健康・福祉への貢献につなげていく。 

RUN伴２０１８ 沖縄 

 OT、PT、STの３団体で構成する一般社団法人沖縄県リハビリテーション専門職協会
において、「認知症施策推進事業関連の研修企画」として今年度1月に介護予防研修会
を企画（対象者は市町村職員やリハ専門職）。 

認知症OTナイトカフェ 

今後の展開 

・認知症関連に従事する県内作業療法士の現状の把握。 

・県士会組織として活動できるような組織作り、構成員の増員と育成。 

・市町村から県士会として委託事業が受けられるように活動を継続する。 

・アップデート研修会を行う。（３月予定） 

・人間作業モデルでの認知症分野での研修会。（２月９・１０日予定） 

認知症研修 

 RUN伴は2016年初めて海を渡り沖縄においても開催されました。本年度はその実行

委員長を認知症推進委員が担い、県士会を中心に準備を進めております。今年から認知
症グループホーム協会と認知症の人と家族の会とも連携を取り運営している。 

沖縄開催は11月25日（日）。沖縄県内１2市町村を周る予定。 


